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平成30年度から介護保険料が変わります

・介護保険サービス利用者の増加
・65歳以上の第1号被保険者の保険料負担割
合が、22％から1％引き上げ
・介護保険施設定員数の増加と在宅サービス
の充実

　介護保険料は、介護保険を運営するための
大切な財源です。介護が必要な状態になって
も、安心してサービスを利用できるよう、ご理
解ご協力をお願いいたします。

基準額となる第5段階※の方で年間4,800円（6.6%）の
負担増となります。

給付実績をもとに、今後の人口推
計、年代ごとの要介護認定率や
サービス利用率、サービス事業所
や施設整備の必要量を推計し算定

給付見込量

　全体の給付費に対する65歳以上の方の保険料負担率も3年に1度見直され、平成30～32年度の3
年間は提供される介護サービスに必要な給付費見込費の23％と定められました。
（この額を65歳以上の人数で割った額が1人あたりの基準額になります）

65歳以上の方の介護保険料

介護保険料引き上げの主な要因

今年度は65歳以上の方の保険料が改定される年です。

保険料基準額

※1…原則として、毎年4月1日の世帯構成を基準とします。
※2…課税年金に係る雑所得を除きます。
※3…第1段階の保険料は、国庫事業による「低所得者保険料軽減負担金」の

適用によるものです。

平成30～32年度の介護保険料（65歳以上の方）
段階 基準額に

対する割合 年間保険料

1 生活保護受給者
または老齢福祉年金受給者
課税年金収入額と合計所得金額※2の合
計額が80万円を超え120万円以下

0.45※3 35,100円

2 0.725 56,550円

3 第1段階、第2段階以外の方 0.75 58,500円

4 本人住民税非課税で、課税年金収入額と
合計所得金額※2の合計額が80万円以下 0.875 68,250円

5
（基準額） 本人住民税非課税で第4段階以外の方 1.00 78,000円

6 合計所得金額120万円未満 1.20 93,600円

7 合計所得金額
120万円以上200万円未満 1.30 101,400円

8 合計所得金額
200万円以上300万円未満 1.50 117,000円

9 合計所得金額
300万円以上400万円未満 1.70 132,600円

10 合計所得金額
400万円以上600万円未満 1.75 136,500円

11 合計所得金額600万円以上 2.00 156,000円
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　介護保険制度は、40歳以上の国民が加入者（被保険者）となって保険料を納め、介護を必要とする
方を社会全体で支える社会保障制度として平成12年に創設されました。制度の運営に必要な保険料
は3年に1度、給付見込量を見据え見直しを行うことになっています。

介護を必要とする人と費用の増加

その他の費用

施設サービス

地域密着型サービス

居宅サービス

75歳以上の人口

認定者数（65歳以上）

※保険料は所得や課税状況などに応じて11段階に分けられます。

平成27～29年度 73,200円／年（月平均6,100円）

平成30～32年度 78,000円／年（月平均6,500円）

□保険医療課　介護保険係　☎・お太助フォン 42-5618　　42-2130問
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宝物 必須アイテム 好きな食べ物
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移住のきっかけになった安芸
高田産のお米。今でもお二人
の一番好きな食べ物です。

移動手段はご夫婦揃って自転車。
「車よりも気軽に乗り回せて使い
勝手がいいんです」と友里絵さん。

改修中の古民家。「永遠に改修し
続けると思います。それも田舎暮
らしの醍醐味です」と護さん。
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